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厚
生
労
働
省
は
一
一
月
二
一
日
、
二
〇
一

三
年
「
就
労
条
件
総
合
調
査
」
結
果
を
公
表

し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
年
次
有
給
休
暇
を

時
間
単
位
で
取
得
で
き
る
制
度
が
あ
る
企
業

割
合
は
一
一
・
二
％
で
、
前
年
（
八
・
八
％
）

よ
り
二
・
四
㌽
上
昇
し
た
。
反
面
、
年
次
有

給
休
暇
の
取
得
率
は
、
前
年
を
二
・
二
㌽
下

回
る
四
七
・
一
％
と
、
三
年
ぶ
り
に
低
下
し

た
。
ま
た
、
退
職
給
付
（
一
時
金
・
年
金
）

制
度
の
あ
る
企
業
割
合
が
、
四
社
に
三
社
程

度
（
七
五
・
五
％
）
ま
で
減
少
。
勤
続
三
五

年
以
上
の
定
年
退
職
者
の
退
職
給
付
額
も
、

「
大
学
卒
（
管
理
・
事
務
・
技
術
職
）」
で

二
一
五
六
万
円
と
、
五
年
前
の
前
回
調
査
よ

り
大
幅
に
（
三
三
五
万
円
）
下
落
し
た
。

　

調
査
は
、
主
要
産
業
に
お
け
る
企
業
の
労

働
時
間
制
度
や
賃
金
制
度
な
ど
総
合
的
な
就

労
条
件
の
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
。
常

用
労
働
者
が
三
〇
人
以
上
の
民
営
企
業
を
対

象
に
一
月
時
点
の
状
況
を
調
査
し
、
対
象
企

業
六
一
四
四
社
の
う
ち
四
二
一
一
社
か
ら
得

た
有
効
回
答
（
有
効
回
答
率
六
八
・
五
％
）

を
ま
と
め
て
い
る
。

年
休
取
得
率
を
初
め
て
男
女
別
に
調
査

　

二
〇
一
二
年
（
あ
る
い
は
二
〇
一
一
会
計

年
度
）
の
一
年
間
に
企
業
が
付
与
し
た
年
次

有
給
休
暇
（
繰
越
日
数
は
除
く
）
は
、
労
働

者
（
パ
ー
ト
を
除
く
期
間
の
定
め
の
な
い
労

働
者
）
の
一
人
平
均
で
一
八
・
三
日
（
前
年

一
八
・
三
日
）
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
労

働
者
が
取
得
し
た
の
は
八
・
六
日
（
同
九
・

〇
日
）
で
、
取
得
率
は
四
七
・
一
％
と
前
年

（
四
九
・
三
％
）
よ
り
二
・
二
㌽
低
下
し
た
。

低
下
は
三
年
ぶ
り
。
二
〇
一
〇
年
調
査
と
同

水
準
（
四
七
・
一
％
）
に
な
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
調
査
を
担
当
し
た
賃
金
福
祉
統
計
室

は
「
二
〇
一
一
年
分
の
状
況
を
み
た
前
回
調

査
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
影
響
（
物

流
や
観
光
な
ど
の
企
業
活
動
の
停
滞
）
が
み

ら
れ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
、
運
輸
業
、
郵

便
業
の
有
給
休
暇
取
得
率
が
前
回
五
六
・

七
％
→
今
回
四
九
・
八
％
、
宿
泊
業
、
飲
食

サ
ー
ビ
ス
業
で
前
回
三
七
・
四
％
→
二
九
・

八
％
に
低
下
す
る
な
ど
例
年
並
み
に
戻
っ

た
」
な
ど
と
み
て
い
る
。

　

な
お
、
今
回
の
調
査
で
は
年
次
有
給
休
暇

の
取
得
状
況
に
つ
い
て
、
初
め
て
男
女
別
で

も
把
握
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
男
性

は
一
八
・
六
日
の
付
与
に
対
し
、
取
得
は
八
・

二
日（
取
得
率
四
四
・
二
％
）。
女
性
は
一
七
・

二
日
の
付
与
に
対
し
、取
得
は
九
・
二
日
（
同

五
三
・
四
％
）
で
、
付
与
日
数
は
男
性
に
及

ば
な
い
が
、
取
得
日
数
で
は
上
回
る
結
果
と

な
っ
た
。

四
社
に
一
社
が
退
職
給
付
制
度
な
し

　

一
方
、
同
調
査
は
五
年
ご
と
に
、
退
職
金

の
支
給
状
況
に
つ
い
て
も
尋
ね
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
、退
職
給
付
（
一
時
金
・
年
金
）

制
度
が
あ
る
企
業
割
合
は
七
五
・
五
％
で
、

二
〇
〇
八
年
の
前
回
調
査
（
八
三
・
九
％
）

よ
り
大
幅
に
減
少
し
た
。
制
度
の
形
態
別
に

み
る
と
、「
退
職
一
時
金
制
度
の
み
」が
六
五
・

八
％
で
、
前
年
（
五
五
・
三
％
）
よ
り
大
幅

に
（
一
〇
・
五
㌽
）
上
昇
。
一
方
、「
退
職
年

金
制
度
の
み
」
は
一
一
・
六
％
で
前
回
調
査

（
一
二
・
八
％
）
を
一
・
二
㌽
下
回
っ
た
ほ

か
、「
両
制
度
併
用
」
も
二
二
・
六
％
と
、
前

回
（
三
一
・
九
％
）
よ
り
九
・
三
㌽
減
と
大

き
く
低
下
し
た
。

　

退
職
一
時
金
制
度
が
あ
る
企
業
（
八
八
・

四
％
）
に
対
し
て
支
払
準
備
形
態
を
尋
ね
る

と（
複
数
回
答
）、「
社
内
準
備
」が
六
四
・
五
％

で
も
っ
と
も
多
い
。
次
い
で
、「
中
小
企
業
退

職
金
共
済
制
度
」（
四
六
・
五
％
）、「
特
定
退

職
金
共
済
制
度
」（
七
・
五
％
）
な
ど
と
続
く
。

な
お
、
退
職
一
時
金
制
度
の
み
の
企
業
で
支

払
準
備
形
態
が
「
社
内
準
備
の
み
」
の
場
合

（
二
六
・
九
％
）
に
、
保
全
措
置
を
講
じ
て

い
る
割
合
は
一
六
・
七
％
だ
っ
た
。
保
全
措

置
を
講
じ
て
い
な
い
（
八
三
・
三
％
）
こ
と

に
つ
い
て
、
労
使
協
定
を
締
結
し
て
い
る
企

業
は
二
・
三
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
一
方
、

退
職
年
金
制
度
が
あ
る
企
業（
三
四
・
二
％
）

の
支
払
準
備
形
態
は
（
複
数
回
答
）、「
厚
生

年
金
基
金
」
が
四
四
・
八
％
で
も
っ
と
も
多

い
。
次
い
で
、「
確
定
拠
出
年
金（
企
業
型
）」

が
三
五
・
九
％
、「
確
定
給
付
企
業
年
金
（
Ｃ

Ｂ
Ｐ
を
含
む
）」
が
三
五
・
六
％
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

過
去
三
年
間
の
制
度
見
直
し
は 

一
時
金
で
約
一
一
％
、
年
金
で
約
七
％

　

こ
う
し
た
な
か
、
退
職
一
時
金
制
度
に
つ

い
て
過
去
三
年
間
に
見
直
し
を
行
っ
た
割
合

は
、
全
企
業
の
う
ち
一
一
・
三
％
だ
っ
た
。

見
直
し
内
容
は
（
複
数
回
答
）、「
他
の
退
職

一
時
金
制
度
へ
移
行
」
が
二
九
・
〇
％
で
最

多
。
こ
れ
に
「
新
た
に
導
入
ま
た
は
既
存
の

も
の
の
他
に
設
置
」（
二
二
・
七
％
）
や
「
算

定
基
礎
額
の
算
定
方
法
の
変
更
」（
一
四
・

二
％
）
な
ど
が
続
く
。
一
方
、
退
職
年
金
制

度
に
つ
い
て
過
去
三
年
間
に
見
直
し
を
行
っ

た
企
業
割
合
は
、
同
七
・
一
％
だ
っ
た
。
見

直
し
内
容
（
複
数
回
答
）
は
、「
他
の
年
金
制

度
へ
移
行
」
が
四
九
・
一
％
で
半
数
弱
に
の

ぼ
っ
た
。

　

二
〇
一
二
年
（
ま
た
は
二
〇
一
一
会
計
年

度
）
の
一
年
間
に
お
け
る
勤
続
三
五
年
以
上

の
定
年
退
職
者
の
退
職
給
付
額
は
、「
大
学
卒

（
管
理
・
事
務
・
技
術
職
）」
で
二
一
五
六

万
円
（
月
収
換
算
で
四
一
・
四
カ
月
分
）、「
高

校
卒
（
管
理
・
事
務
・
技
術
職
）」
で
一
九

六
五
万
円
（
同
四
三
・
八
カ
月
分
）、「
高
校

卒
（
現
業
職
）」
で
一
四
八
四
万
円
（
四
二
・

一
カ
月
分
）
だ
っ
た
。
前
回
調
査
に
比
べ
て

そ
れ
ぞ
れ
三
三
五
万
円
（
四
・
五
カ
月
分
）、

二
七
三
万
円
（
四
・
一
カ
月
分
）、
五
三
七

万
円
（
一
二
・
一
カ
月
分
）
の
大
幅
下
落
と

な
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
賃
金
福
祉
統

計
室
で
は
「
退
職
時
の
所
定
内
賃
金
が
減
っ

て
い
る
こ
と
、
年
金
等
の
運
用
状
況
が
思
わ

し
く
な
く
抑
制
傾
向
が
強
ま
っ
た
こ
と
な
ど

が
、
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
話

し
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

就
労
条
件

1

退
職
給
付
制
度
あ
り
企
業
、
定
年
時
の
退
職
給
付
額
と
も
大
幅
に
減
少
―
―
厚
労
省
調
査




